
オートバイや自動車のエンジンから排出される一酸化炭素・窒素酸化物等の有害な大気汚染物質を浄化する排ガス浄化触媒。

『価値ある商品によって社会に貢献する』という当社経営理念のもと、昭和51年に日本初となる自動車向けハニカム型触媒の量
産を開始しました。以来、日本・中国・インド・タイの4拠点（下段写真左より順番）から世界中のお客様に優れた商品を供給し、
二輪車向けでは世界トップシェアを占めております。

（上段の建物写真は埼玉県上尾市にある触媒の開発工場）

株 主 の 皆 様 へ
第86期 上半期報告書

平成22年4月1日～平成22年9月30日

証券コード：5706

インド ハリアナ州岐阜県飛騨市 タイ ラヨーン県中国 広東省

（上）軽自動車向け触媒製品 （中）オートバイ向け触媒製品 （下）ハニカム担体原料



株 主 の 皆 様 へ

代表取締役社長 
兼COO（最高業務執行責任者）

　株主の皆様には、平素から格別のご支援を
いただき厚く御礼申しあげます。第86期上半
期（平成22年4月1日から平成22年9月30日ま
で）が終了しましたので、ご報告申しあげます。
　当上半期における経済環境は、アジアを中
心とする旺盛な需要やエコカー減税、エコポ
イントなどの経済対策の効果もあり、緩やかに
景気が持ち直してまいりました。当社におきま
しても、各製品の生産量はいわゆるリーマン・
ショック前とほぼ同レベルまで回復し、収益も
比較的堅調に推移してまいりました。
　当下半期におきましては、円高や景気の減
速などにより事業環境は厳しくなると思われま
す。しかしながら、本年度を「さらなる飛躍の
ための変革の年」と位置づけ、再建計画を完遂
し、私のリーダーシップにより三井金属グルー
プを強靭かつ柔軟な「筋肉質の企業体質」へ変
え、再び力強い成長軌道に戻してまいります。
株主の皆様には、引き続き変わらぬご支援とご
鞭撻を賜りますようお願いいたします。

　三井金属グループの当上半期の売上高
は、前年同期比479億円増加の2,196億円、
営業利益は同62億円増加の131億円、経常
利益は営業利益および持分法による投資利
益の増加等により、同103億円増加の152

億円となりました。
　特別損益においては、持分変動利益など
の特別利益と減損損失や新規に資産除去
債務会計基準を適用したことに伴う期首影

響額による特別損失を計上するなどした結
果、当上半期の純利益は前年同期比97億円
増加の112億円となりました。
　通期につきましては、売上高4,360億円、
営業利益253億円、経常利益260億円、当
期純利益185億円を見込んでおります。
　なお、中間配当につきましては、財務
体質改善を優先し、見送らせていただき 

ました。

第86期上半期決算ハイライト
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※ 通期予想につきましては、平成22年11月8日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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旧セグメント
（営業損益）

新セグメント
（経常損益）

銅箔
機能材料
　　（電池材料）　
　　（機能粉）
　　（薄膜材料）
　　（レアメタル化合物）
　　（自動車排ガス用触媒）
　　（単結晶）
金属・環境
　亜鉛製錬
　資源
　鉛製錬
　金属リサイクル
　銅事業
自動車機器
　自動車用機能部品
関連
　セラミックス
　伸銅品
　ダイカスト
　商事部門他
その他
　TAB・COFテープ
　エンジニアリング
　その他

銅箔

機能材料

金属・環境

自動車機器

関連

その他

売上高構成比

13.6%

15.9%

25.1%

20.5%

17.6%

7.3%

鉱山・基礎素材
　亜鉛製錬
　資源

中間素材
　銅箔
　機能材料
　　（電池材料）
　　（機能粉）
　　（薄膜材料）
　　（レアメタル化合物）
　　（単結晶）
　TAB・COFテープ
　伸銅品

組立加工
　自動車用機能部品
　　（ドアロック）
　ダイカスト
　自動車排ガス用触媒

環境・リサイクル
　鉛製錬
　金属リサイクル

エンジニアリング・サービス

 銅箔

国内およびアジアでの電子材料の需要回復
により、売上高は306億円、経常利益は43

億円となりました。

 機能材料

国内およびアジアでの電子材料の需要回復
により、売上高は383億円、経常利益は45

億円となりました。

 金属・環境

亜鉛など主要地金の価格が前年同期に比べ
て上昇し、需要も総じて堅調に推移したこ
とにより、売上高は798億円、経常利益は
44億円となりました。

 自動車機器

国内外の経済対策を受け、自動車市場が回
復したことにより、売上高は451億円、経
常利益は19億円となりました。

 関連

各製品の需要が堅調に推移したことにより、
売上高は428億円、経常利益は20億円とな
りました。

セグメント別業績の概況

「セグメント情報等の開示に関
する会計基準」および「セグメ
ント情報等の開示に関する会
計基準の適用指針」によりマネ
ジメント・アプローチによる開
示が義務化されたため、当期
より、当社内の意思決定区分
に従ったセグメントに変更し
ております。

セグメント変更のお知らせ

※  当グラフの各セグメントの売上高は、外部顧客に対する 
売上高の構成比です。



目指すは開発型ビジネスモデル
IT産業を支える電子材料、環境に配慮したハイブリッド
車や電気自動車、液晶テレビに至るまで、時代の先端で
三井金属の技術が活きています。機能材料事業本部は、
絶え間ない研究開発によって新しい素材を提供し、未来
を切り拓くお手伝いをしています。

Q1

機能材料事業本部についてご紹介ください。

　もともと三井金属は銅・鉛・亜鉛などの金
属製錬の会社です。つまり鉱石から不純物を
取り除き、純度の高い銅・鉛・亜鉛の地金を
作る事業からスタートしています。私たち機
能材料事業本部は、その過程で取り除かれる
その他の有価金属を原料として、その原料を
酸化物や金属粉末に加工する事業を行ってい 

ます。
　例えば亜鉛製錬において、昔はインジウム
やスズ等は不純物として取り除かれていまし
た。このインジウムやスズを酸化物にすれば

液晶パネルの材料になるなど、この元素が様々
な用途に使えることが判りました。元来、亜鉛
や鉛などのベースメタルをどのように酸化物
にするか、どのように粉末にするかは、当社
のコア技術であり、その技術をベースとして電
子材料の製造に応用しているのが機能材料事
業本部です。
　当事業本部が担当する事業は、一つひとつ
はとても小さな事業ですが、各産業において
イノベーション（技術革新）が進むなかで、新た
な用途が生まれてくるなど、今後も着実に伸
びる可能性を秘めています。

Q2

進捗の目覚しい事業についてお話しください。

　現在、急速に拡大しているのは、排ガス用
触媒事業と電池材料事業です。
　まず、排ガス用触媒事業ですが、二輪車向
けを主とし、二輪車メーカーとの共同開発を進
めてきました。中国やインド、タイ、インドネ
シアなど新興国で、オートバイの排ガス規制
が欧米並みに強化されつつあり、その規制を
クリアできる触媒として当社のビジネスチャン
スが拡がっています。
　当社ではこれまで触媒事業を、ドアロックを
主製品とする部品事業本部が担当してきまし
た。触媒は、マフラー（エンジンの排気管）で
使われる部品です。ハニカムと呼ばれるセラ
ミックスあるいは金属でできた、内部が蜂の巣
状になっている円筒（担体）にジルコニアやア
ルミナなどの酸化物をつけ、そこに白金などの
貴金属を吸着させます。それで排ガスに含ま
れる窒素酸化物などを取り除きます。部品事
業本部では、いかに部品として組み立てやす
くするかということ、つまり貴金属の吸着のさ
せ方などの改善を中心に開発してきました。
　この触媒事業が、本年4月1日より当事業本
部の所管になりました。その結果、ジルコニア
やアルミナのより優れた酸化物を作るとか、白
金などのより優れた溶液を作るといった、当事

専務取締役 兼 専務執行役員
機能材料事業本部長 兼 関連事業本部長 蓮

は す お

尾  充
み つ ひ こ

彦
プロフィール
昭和26年12月生まれ、昭和51年4月当社入社。素材事業本部ケミカル事業部製造技
術部長、同TKR事業部企画室長、執行役員セラミックス事業部長、上席執行役員関
連事業本部長兼機能材料事業本部薄膜材料事業部長を経て、平成20年6月に取締役
就任。その後、取締役兼常務執行役員機能材料事業本部長兼関連事業本部長を務め、
平成22年6月より現職。座右の銘は「成せば成る」。

事 業 本 部 長 イ ン タ ビ ュ ー  〈機能材料事業本部〉



業本部の専門分野である素材の段階から開発
ができるようになったのです。これにより、高
機能な触媒や機能は維持しながら貴金属の使
用量を減らした触媒などの開発も可能になり
ました。このような新しい素材開発により、競
争が激化しつつある触媒のマーケットで勝ち
残っていけると考えています。

Q3

電池材料事業についてはいかがでしょうか。

　MH合金（水素吸蔵合金）、LMO（マンガン酸
リチウム）などを扱っています。
　MH合金は、ハイブリッド車のニッケル水素
電池の材料として使われています。ニッケル
水素電池は、ハイブリッド車が減速する時に、
運動エネルギーを電気エネルギーとして回収
しますが、その電気を蓄えるものです。現在、
ハイブリッド車の約半数には当社のMH合金が
使われています。
　LMOは携帯電話やパソコン、電動工具など

のリチウムイオン電池に使われるものです。当
社はこれまで、電動工具用のリチウムイオン電
池用途が中心でしたが、足下、電気自動車向
けに鋭意展開中であり、自動車メーカーに安定
供給できるよう、竹原製 所（広島県）で大幅
な増産態勢を整えています。
　将来的にはガソリン車並みの走行距離が
実現できる高容量のリチウムイオン電池が必
要になりますので、次世代の電池材料を、新
LMOやLMO以外の素材も含め、絶えず開発し
ていかなければなりません。この開発に、仙田
社長の直轄プロジェクトとして全社挙げて取り
組んでいます。
　電気自動車用のリチウムイオン電池は、ビ
ジネスの規模は拡大する一方、その分、他社
との競争、競合も厳しくなりますが、先行して
いるメリットを活かし、電池メーカー、自動車
メーカーの協力を得て、重点的に専門性の高
い人材を配置し、電池材料の総合的な開発を
推進していきます。

Q4

今後の機能材料事業本部の課題や目標につ
いてお話しください。

　これまでお話ししました事業以外にも、薄
膜材料は液晶テレビ用途が伸び、レアメタル、
機能粉などはニッチな分野ですが、比較的高
いシェアを取れています。ただし、お客様のニー
ズは千変万化、刻々と変化いたします。これに
即応することが当事業本部のミッションです。
　当事業本部は、「研究開発型事業本部」を目
指しております。コスト競争だけに埋没するの
ではなく、ニッチ分野での開発競争で勝ち残っ
ていくことで、利益率の高い事業本部を目指し
たいと思っています。
　最後に、当社は製錬や電子材料を中心とし
た無機化学材料系の会社として認知されてお
りますので、その方面の学生の採用は比較的
有利に進められます。したがって、人材の面
でも、絶えず研究開発に邁進でき、勝ち残っ
ていけると確信しております。

機能材料製品 主な用途

電池材料
・ハイブリッド車向けニッケル水素電池
・民生用リチウムイオン電池

機能粉 ・各種電子部品

薄膜材料 ・フラットパネルディスプレイ

機能材料製品 主な用途

レアメタル化合物
・フラットパネル、ハードディスク研磨
・デジタルカメラレンズ

自動車排ガス用触媒 ・二輪車用排ガス触媒

単結晶 ・半導体製造装置



　当社神岡鉱山（岐阜県
飛騨市）坑内で新たな研
究が開始されることに
なりました。神岡坑内
は平成14年、東京大学
小柴昌俊名誉教授がスーパーカミオカンデでの研究でノーベル物理
学賞を受賞し、一躍有名になった場所です。従来、神岡坑内には一辺
100mのL字型観測施設が設置されていましたが、今回、この施設を
大幅にスケールアップし、一辺3kmのL字型の坑道を掘削して重力波
望遠鏡「LCGT」が設置されることとなりました。研究の実施主体は東
京大学宇宙線研究所です。
　重力波はアインシュタインが予言した波動で、今まで直接検出さ
れたことがありません。その存在が証明されれば、ノーベル賞間違
いなしともいわれています。観測開始は平成26年の予定です。小柴
名誉教授のニュートリノ研究と同様に、当社は坑内空間の貸与など
で本研究をバックアップします。

アインシュタインが予言した重力波を検証

当社神岡坑内で新たな研究がスタート
黄銅事業でアジアNO.1を目指す

伸銅新会社、
三井住友金属鉱山伸銅株式会社が発足

　本年7月1日付で、当社と住友金属鉱山株式会社（以下「住友」）の伸
銅事業が統合されました。会社名は三井住友金属鉱山伸銅株式会社
で、出資比率は当社、住友それぞれ50％です。生産拠点は、当社圧
延加工事業部のあった埼玉県上尾市と、住友金属鉱山伸銅社のあっ
た三重県いなべ市の東西2箇所です。
　当社の伸銅事業は昭和26年にスタートし、約60年間にわたり事業
を行ってきましたが、今回の事業統合により大きな転換点を迎えま
した。今回の事業統合は、事業規模を拡大させ、生産設備や経営資
源の効率化をはかっていくことが主な狙いとなっています。新会社
は黄銅（銅に亜鉛を加えたものを板、条の形にしたもの）で国内トッ
プシェア、伸銅業界全体でも国内第2位の生産能力を有します。
　今回の事業統合では、生産、管理、営業などのシナジー効果により、
10億円のコスト削減効果を見込んでいます。三井住友金属鉱山伸銅
社は、「黄銅事業でアジアNO.１を目指す」を合言葉に、今後さらな
る事業拡大をはかっていきます。

トピックス

坑内地図従来設置の100ｍのL字型観測施設

（資料提供：東京大学宇宙線研究所）
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金属・環境事業本部長
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自動車機器事業本部長
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横浜国立大学経営学部教授



環境改善の取り組み

株主メモ
定時株主総会の議決権の基準日 3月31日　
期末配当の基準日 3月31日　
中間配当の基準日 9月30日
定時株主総会 6月下旬
株主名簿管理人 
　東京都港区芝三丁目33番1号
　中央三井信託銀行株式会社
同事務取扱所（電話お問合せ、郵便物送付先）
　〒168-0063
　東京都杉並区和泉二丁目8番4号 
　中央三井信託銀行株式会社　証券代行部 
　TEL 0120-78-2031（フリーダイヤル）

総務部 〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号
 TEL:03-5437-8000

当社に関する情報については
ホームページでもご覧いただけます。

http://www.mitsui-kinzoku.co.jp/

〈 株式事務のお取扱い 〉
1. 未払配当金の支払のお申出先
左記中央三井信託銀行にお申し出ください。

2. 住所変更、単元未満株式買取等のお申出先
① 証券会社へ株式をお預けになられている株主様は、お取引のある証券会社にお申し出ください。
②  証券会社の口座へ株式をお預けになられていない（特別口座に記録されている）株主様は、
左記中央三井信託銀行にお申し出ください。

　当社では、製造工程における省エネルギー推
進、環境汚染物質の代替化や回収、廃棄物のリ
サイクルなど、多岐にわたる取り組みを通じて
環境改善をはかっています。
　製錬部門の地金重量当たりのエネルギー原単
位は漸減基調にあります。平成12年度を1.00と
して平成21年度は0.89となり、省エネ対策は着
実に前進しました。
　廃棄物削減については、環境行動計画で「廃
棄物原単位の削減目標値を設定し、廃棄物の発
生抑制に努める」ことを掲げています。平成21年
度もこの計画に沿って削減に取り組みましたが、
市況の悪化に伴い在庫製品の一部を廃棄物とし
て処分したことにより、廃棄物発生量は前年度
より34千ｔ増加し118千t/年となりました。
　また、地金重量当たりのCO2排出量原単位
は、平成2年度を1.00として漸減傾向にあり、平
成21年度は0.80となっています。今後も電力、
コークスなどの効率的な使用を通じてCO2排出
量の削減に取り組んでいきます。

地金重量当たりの 
エネルギー原単位指数

三井金属グループ
廃棄物削減実績

地金重量当たりの 
CO2排出量原単位指数

地金重量（銅+亜鉛+鉛） 地金重量（銅+亜鉛+鉛）

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
指
数

（千t/年）

廃
棄
物
発
生
量

二
酸
化
炭
素
排
出
量
原
単
位
指
数

1.00

0.95
0.94

0.93

0.89

0.92

0.84

0.80

0.86
0.85

0.88

1.00

0.82

0.85

0.88

0.91

0.94

0.97

1.00

0

30

60

90

120

150

180

0.76

0.80

0.84

0.88

0.92

1.00

0.96

平成
2年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
2年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
12年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

同取次窓口
　中央三井信託銀行株式会社全国各支店 
　日本証券代行株式会社本店および全国各支店


